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本研究の対象は 8〜12 歳の先天的疾患のない 13 名の患者である。 
計測には嶋﨑らによって開発された測定装置を使用し、下顎の移動距離及
び荷重の計測を行なった。得られたデータから移動距離 1 mm あたりの荷
重を求めた。荷重に影響する因子を調べるため、関節結節の形態と下顎骨
に停止する筋の走行を Cone Beam Computed Tomography を使用して計測を
行なった。また、移動距離 1 mm あたりの荷重に影響を与える因子を調べ
るために、重回帰分析の手法をとった。 
結果、荷重と移動距離は患者ごとに異なる値が得られた。統計の結果、咬
合平面と側頭筋後腹のなす角は、p = 0.03、標準偏回帰係数は 0.71 と有意
差を示した。関節結節の関節隆起後面の傾斜角である Ebf line と FH 平
面とのなす角は p=0.07、標準偏回帰係数は 0.54 と強い影響があることを
認めた。また、咬合平面に対する側頭筋後腹のなす角には有意差を認めな
かった。 
移動距離 1 mm あたりの荷重に影響を与える因子は、咬合平面と FH 平面
のなす角、咬合平面と側頭筋後腹のなす角、Ebf line と FH 平面のなす
 角、咬合平面とオトガイ舌骨筋のなす角であると示唆された。中でも、咬
合平面と側頭筋後腹のなす角の影響が大きかった理由は、下顎が構成咬合
位をとると側頭筋後腹が最も長く伸びるためと考えられる。また、過去の
報告では関節結節の形態と咬合力には関係性があるとされている。関節結
節の傾斜角が構成咬合位における荷重に影響を与えることを鑑みると、咬
合力と構成咬合位での荷重との間には関係性があると考えられる。 
この研究は、実際の構成咬合位における荷重を決定する影響因子を調べた
初の研究である。矯正治療を行う上で、至適矯正力は常に意識しなくては
ならない事柄である。機能的矯正装置を用いる治療において、過剰な負荷
を顎関節に与えず、安全で効果的な治療結果を求めるには、より正確で安
全な機械的荷重についての検討が必要である。 
 
